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建

築

物

の

概

要

 

用 途 幼稚園 保育所（小規模保育事業） 

最 高 の 高 さ 7.995ｍ 階数 地上 3  階  地下   階 

構 造 鉄筋コンクリート造 一部鉄骨造 

敷 地 面 積        2361.73  ㎡ 

建 築 面 積 
（増築部） 

323.28 ㎡

届出以外 

の部分 
618.96 ㎡  合計  942.24 ㎡

延 べ 面 積 
（増築部）   

616.13 ㎡

届出以外 

の部分 
1236.50 ㎡  合計 1852.63 ㎡

屋上に設置する建築 

設備の種類及び高さ 
□ 高架水槽     ｍ    □ その他     ｍ 

色 彩 の 変 更 部 分 

と そ の 面 積 
面積      ㎡ 

仕 上 材 

屋 根 
RC陸屋根 

ゴムチップ塗床 
色 彩

屋 根

 

薄灰色（N6） 

 

外 壁 
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修の上、

複層塗材 
外 壁

明るい灰味がかったクリーム

（2.5Y8/2） 

開
発
行
為
の
概
要

開 発 区 域 の 面 積            ㎡ 

行 為 の 目 的 
分割 （     区画） （最小区画面積      ㎡） 

その他（                       ） 

行 為 の 内 容 
切土 （      ㎥） 盛土 （      ㎥） 

その他（                    ） 

（注）１ 仕上材欄には、表面仕上の材料をできるだけ詳しく記入してください。 

    （ 例：日本瓦、波型スレート、小口タイル等） 

   ２ 色彩欄には、マンセル表色系を記入してください。 

   ３ この届出書には、景観配慮に関する見解書及び鎌倉市都市景観条例施行規則別表第１に掲

げる図書を添付してください。 



第３号様式の３（第９条の３）            

景 観 配 慮 に 関 す る 見 解 書  
１．共通事項 
行為計画地周辺の景観の特徴（景観的特性、景観資源等）をつかみ、記入する。 

 

着 眼 点 計 画 地 周 辺 の 現 況 等 記 入 欄 

地 域 的 特 徴 
丘陵地の坂道沿いに低層住宅が並び、公園、学校等がある閑静な住宅街。計

画地は坂道上部にあり中学校校庭、公園、雑木林に面している。 

まち並みの連続性 道路に面して2階建ての住宅が連続している。 

周辺建物のデザイン 
多様なデザインの住宅が並び、落ち着いた色彩のものが多くみられる

。 

眺 望 景 観 周囲に緑が多くみられ、落ち着いた雰囲気がある。 

景 観 資 源 
敷地の一部が斜面地となっており、隣地の雑木林と連続して多くの緑

が存在する。 

 

２．建築物の建築 

１で整理した内容、土地利用類型別の方針及び基準を踏まえ計画し、各項目の自己評価を

行い、配慮した事項を記入する。 

 

項 目 
自 己 
 

評 価 
配 慮 事 項 記 入 欄 

配 置 〇 
道路からの建物見付面積を少なくし、可能な限り圧迫感をあ

たえない計画とした。 

形 態 意 匠 ◎ 
シンプルな形状の建物とし、無表情な壁面の連続とならないよう

外部廊下には縦格子状の手摺を設置した。 

色 彩 ◎ 外壁は薄いクリーム色とし落ち着いた色彩とした。 

建 築 設 備 ◎ 建築設備は道路際からは目立たない位置に配置した。 

外 構 緑 化 〇 可能な限り既存樹木を残した計画とした。 

 

３．開発行為 

１で整理した内容、土地利用類型別の方針及び基準を踏まえ計画し、各項目の自己評価を

行い、配慮した事項を記入する。 

 

項 目 
自 己 
 

評 価 
配 慮 事 項 記 入 欄 

造 成    

擁 壁   

敷き際・緑化    

 

自己評価  ◎ ：十分配慮した 〇 ：配慮した △ ：部分的に配慮した × ：配慮できなかった 
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（園章）

【既存建物】屋根：既存のまま

【既存建物】外壁：既存のまま

【既存建物】外壁：既存のまま

【既存建物】外壁：既存のまま

【既存建物】外壁：既存のまま

マンセル値　N8

マンセル値　N8

【既存建物】外壁：既存のまま

【 増築B棟 】

【 増築B棟 】 【 既存建物 】

南立面図（増築B棟） 1/250

【 増築B棟 】【 既存建物 】

外壁：モルタル薄塗の上、複層塗材塗り 明るい灰味がかったクリーム マンセル値　2.5Y8/2

屋根：ゴムチップ塗床　薄灰色　マンセル値　N6.0

外壁：モルタル薄塗の上、複層塗材塗り 

明るい灰味がかったクリーム マンセル値　2.5Y8/2

門:アルミ板 焼付塗装 青色 マンセル値5PB4/6

塀：タイル貼り うすいベージュ マンセル値2.5Y6/2

外壁：モルタル薄塗の上、複層塗材塗り 

明るい灰味がかったクリーム マンセル値　2.5Y8/2

外壁(木板):杉板防腐剤塗装　茶色 10YR5/3










